
_ こうして両方の表を比較 してみると､業務内容調査か らは､ベットサイド看護の少ない事がわ

かbi.7ンケー トから正､ベットサイ ド看護の少をい不満が現われておb､奇 しくも一致す る様

な結果が浮かび上らた｡ ～

やは り私達の行ってV}た看護は､患者さん との接触時間の少をい ものであb､身のまわDの世

話をした けゞで ｢申し訳をい｣̀と言わせた原因でもあった.そこで､此の資料をもとに看護業務

をもう一辺考えてみた｡

先づ第-に､看護婦の姿勢に問題があると思った｡今迄は､診療介助の側に立 って､患者を看

超 していたとしか思えをい｡第二に病気を持 った二人の人間として意者をあっかゥた事があるだ

ろ5Lか｡患者のニー ドに応 じた看表を､基本的に打 ち出し.1少をくとも勤務時間の半分以上がベ

ットサイドに移行する様Ln:努力しようと話 し合 う｡

その結果､私達はあbきたDの言葉であるが､点者中心の看護に徹するべ きだと言 う結論を得

た.そ して､まず第-に､カーデックスケこ依る看盛計画の展開を実施することにした｡ これに依

って､看-Bの態勢は患者中心の看盛に､やや移動 した緑に考えられるが もっと研究に努力 し積み

重ねていか浸ければなら恵Vl.

終 旦川こ､此の様をアンケー トを作成して､状態を知った事が､何 よDの収穫であった｡同時に

尚一層の奮起をした. アンケー トに御協力あ Dがとうございました.

耳鼻咽喉科

失声状態 にある患者 の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン I I

発表者　二村美代子

耳鼻咽喉科一同

1. 番家の紹介

前回の研究で失声状態にあるPtとNBのコミュニケーションの題係はとかくN白からPt-

の働きかけが強 く､一方的に在っているのではをいかとVlう疑問が持たれましたoそこで私達は

前回にひき続いて､失声状態にあるPtとN8のコミュニケーションの舶係を良くしてゆくには

いかにした らよいか更に検討してみる事にしました.

2.状況の確認 (イメージを備える)

前回のテーマをとbあげて検討してきた結果失声 Ptの為に看義の働 きかけがだいぶ改善され

計画されてきています.

a オ リエンテーション
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0オ1)エンテ-ショソは画一的をものより個別的なものに変 ったo

o失声Ptについて客観的観察を基に NB問でカン77レンスを持 っているo

カンファレンスの内容

性格 .習慣 .学歴 .機業 .年令的 .性別的 .特徴 .失声前 Ptとの面接の時期

o上記資料を基に失声PI;と受持 N8で面接を持,ているo失声前筆談文字板身体図使用をど

実物を使 ってのデモストレーションは必要物晶が確実に用意されているほど有効である.

B .文字板使用

o失声前 Ptと受持 Nsの面接により文字枚が作成され内容が個別的に変った.

o文字攻にくわえて身体図を作成 した｡

O身体図作成によりヂ ェスチャーが少をく夜bPtの負垣が軽減しⅠ寸Bも察知 しやすい.

O文字坂の大 きさ(B4判 )文字の大きさは適当であるo

oベットサイ ドに置いてある文字板を探 し用いるまでに時間を要す｡

o文字の形態はひらがなが好まれる｡

O用満は白地 に薫のマジックベンを使用 し夜間は用紙を黄地に変えてみた｡

o文字は縦書横書 Ptの希望によることにする.

C.筆 談

oPtは意志を長い文章で書きやすく､ Ptはその方が正確に伝わると考えている｡

oN8は時間的制約の中でそれに応じられない場合があってイライラする.

oNBに余裕がたい場合をどPtの童談を早のみこみしてしまいPtをいらただせることがあ

る｡

oPtによっては輩談が充分活用できず訴えが少なくなる. (茎談が不得意な人)

I).ヂェスチャー

oPtもN8も単純を相互交渉の場合活用され易Vb
oPtのヂ ェスチャーについてのと9きめは個人差があり莫箆しくあま9活用されなかった.

E .看護ノL埋 劇の応用

oLJBは発声できをいといふ異常を Ptの気持をある程度理解できる｡

o失声P tの問題把握に有効である.

5.解決され-/iければならをいことの発見

o失声前Ptと受持 Nsが面姦 しオリエソテーショy､デモス トレーションの機会を術前何日位

ほしたら望 しいか検討する必要がある｡

o文字板の置 き場所用満の地坪ついて考える必要がある0

-111-



optは単純を具体的夜着讃行為を欲求する場合にヂェスチャーで示 し易Vlのア N8は二Ptのお

よそのヂェスチャーの傾向を把握 している必要があるo

ON8は時間的制約のなVl時に Ptと余裕をもって話し合いを持つ必要がある｡

0着謹心理劇の場面をかえて失声 Ptの問題把匿に努める必要がある｡

o会話と童談の本質的を違Vlを理解する必要があるo

oN8はコミュニケーションについて学習する必要がある0

4. 5に関する情事の整理分析

oオ7)エソテーショソをPtの心哩的反応を観ながら何時行 うのが有効であるか追求する｡

失声前早期に行 った場合の障害

失声前後期に行った場合の障害

o文字板の置き場所用続の地に よっては今までより更にPtに手蔓に格闘されるo

O:Ptの示すヂェスチャーを家族よりNsの方がすばや く察知する'o

oN Sの専門性を高める.

O窒談は会話をて比べ相当の時鯛を必安とする｡

o N8が失声 Ptの持つ関越を把遥することに よりPtとN8の問に良い信頼国保が生れるo

oIJ18がコミュニケーショyKついて学習することは看諺の働きかけに科学性が存在する｡

5.問題癖次-の予測をたでる(仮説 )

失声扶恵にあるPtとN8のコミュニケーションは

1)Ptと失声状感にある個人 として理解する ことである｡

2)コ ミュニケ-ショyを容易にする信頼閑係をつくることである.

5)Ptの現在の状態 (環境､状況 )に適合するようにコミュニケーションを変えることである｡

6.予測したことへの対策をたてる

1)現在施行 してhる失声Ptのための面責､個別的オ7)エンテーショy､ カンフTレンスを史r

にこれからも計画 し内容を充実させる｡

2)失声P tの為にコミュニケーションtimeを計画する受持 NsがこれVC当 り看盛計画に組み

入れ､スケジュ-ルをPtに知 らせ両者で時間を決める. 10分間以上のコミュニケーシ=y

timeをとb内容はPtのその時の状態に よって異なる｡

5)今迄の経験

(オ1)エンテ-ション､文字板､身体図､垂談､ヂェスチャー､部屋の環境等 )を知識 と関連

づけて考察する｡学習会を1W1回計画する｡

4)看謹心理劇を色々な場面を設定 して行ない失声 Ptの問題を把超する｡
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7. 実 滝

1)面接をもって失声に対しPtの性格背景そ の時の状態把よりPtは様々を受けとめ方をして

いることが解ったOやは9オ7)エンテ-ションは個別的に行 うべきものであることを感 じた｡

カン77レyスは NBの文称 Ptの客鯛的親祭の資料提供の場 として必要であった｡

2)失声前実物を使ってデモス トレーションすることは必要物晶が確実に用意され容易に清岡さ

れた｡

5)コミュニケ-ショy timeを計画したのは今回が初の試みをので N8はてれくささも手伝っ

てスムーズに展開出来ず考えているようをコミュニケーションtjmeとた ら浸かった0

4)コミュニケーションtjmeの導入が悪かった為か Ptには大した反応は観られ浸かったが感

謝の意正あらわした｡

5)筆談の得意な Ptはコミュニケーショytjmeを特別計画 しなくても一般 Ptとさして変 b

ないコミュニケーションが持てるように思われた｡

6)空談の不得意を Ptはヂェスチャーが多くを少､口唇を動か し易い､ Nsにヂェスチャーを

読みとってもらい言桑で復涌 してもらいたいと慮うO女性の Pl:はこの傾向が強い｡

7)コミュニケーションtj皿eは時間的余裕のある時に行をわれる為 Pt;､ N8相方ともに､い

らい らすることもなくPtの筆淡をN8が窃詞 しそが ら進められる｡叉内容が誤って崩訳され

ることもなくPtは安心 して検温時などよb余言俸 談を用V>て偶足 した様子だったa

8)笠談は Ptにとっては会話であるからN白がその場にいたければとだえてしまうO例えば時

岸酌 制約のある場合などN6は Ptvc｢後で読ませてもらいますから書いておいて下さh｣と

云ってその場を去 ってしまう｡ Pt比 N8が 側にVlて見てV>て欲しいと思い NBが居なければ

書 く気にをら夜い上記のような看韻の働 きかけは間違っていたことを看蕗心理ir･)を行 って発見

した｡

9)文字板､身体(,S(j､婁談用具の遣き場所はPt､ NBともに解bやすく梗用 しやすい点で床最 .

台にかくことが適当である.

評 価

o失声状態にある患者の開頭 ととbくんでみて N8はとかく失声悪者 として受けとめていたが失

声にある個人 として看叢の働 きかけに務めなければ夜ら夜いことを痛感 したo

o豊談､文字板､身体図をど物品使用にあたっては今迄の径演を通じ限界を感じている｡

oこの間題にとり組んでみて個別香道の重賓性 を痛感しこれからもそのようを見方でPtとN8

のコミュニケーションをよb探めるよう勉強 し努力 したいと思います0
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